
親潮域におけるクラゲ類（特に Aglantha digitale）個体群構造の春季短期変動（仮題） 
（卒業論文中間発表） 

 
刺胞動物門に属するクラゲ類は至適環境下で爆発的に増殖することが知られており、その捕食圧を

通して生態系へ与える影響は大きいと考えられている。また、クラゲ類は捕食者としてだけではなく、魚

介類の餌生物として重要な役割を担っている可能性も示唆されている。しかしながら、日本周辺海域に

おける外洋性種のクラゲ類の生態学的研究は、ヒドロ虫綱硬クラゲ目に属する Aglantha digitale（和名：

ツリガネクラゲ）を除き、ほとんど行われていない。今回調査を行った北海道南東部沖親潮域でのクラゲ

類の個体群構造に関して、これまで季節毎（月 1 回程度）の調査は実施されているが、短期変動につい

ての知見はない。本研究は OECOS プロジェクトの一環として、親潮域における植物プランクトン春季ブ

ルーム期のクラゲ類群集・個体群構造の短期変動を解明することを目的として実施した。 
調査は北海道大学練習船おしょろ丸により 2007 年 3 月 9、14 日、JAMSTEC 学術研究船白鳳丸によ

り同年、4 月 6、10、16、20、25、30 日にかけて、親潮域に設けた A-line 上の 1 定点 A-5 において行った。

動物プランクトン試料は、Bongo ネット（目合：0.3 mm、口径：70 cm） を用い、水深 0-200 m（ワイヤー長：

400 m）の斜行曳きで夜間に採集し、ホルマリン海水に保存した。また、採集と同時に CTD による水温と

塩分の測定を行った。 
動物プランクトン試料は、陸上実験室にて実体顕微鏡下でクラゲ類を A. digitale、それ以外のヒドロ虫

綱管クラゲ類、クシクラゲ類、その他に分類し、計数した。A. digitale に関しては破損個体を除き、傘長

（BH）、生殖腺の長さを測定し、生殖腺の長さが BH の 10%以上の個体を成熟個体、10%未満の個体を

未成熟個体とした。高橋（2001）の回帰式を用いて BH よりバイオマス（乾重量：DW）を算出した。A. 
digitale の破損個体は個体数密度の解析のみに用いた。 

中間発表では計数の終了した本研究前半の 2007 年 3 月 9 日‐4 月 10 日までの結果について報告す

る。クラゲ類の総個体数密度は 174.5-303.8 inds. m-2 で変動した。クラゲ類全体の分類群組成を見ると、

全期間で最も優占していたのは管クラゲ目で全体の 10.6-87.4%を占めていた。次いで A. digitale が全体

の 5.5-80.2%を占めていた。A. digitale の個体数密度は 15.6-133.9 inds. m-2、バイオマスは 20.0-1313.4 
mg DW m-2 で変動した。破損個体が全出現個体数に占める割合は 0-32.5%であった。A. digitale の BH
は 4-18 mm の範囲で変動し、最小成熟個体の BH は 7 mm であった。A. digitale の BH サイズの幅は過

去の同時期の結果（高橋 2001）とほぼ同じであったが、本研究で成熟個体が出現した点が異なってい

た。 
今後の予定として、残りのサンプルを計数し、A. digitale の体サイズを測定するとともに、できる限り他

クラゲ類の種査定を行い、過去の知見と比較する。今回の報告で優占していた管クラゲ類は、群体（無

性生殖を行う世代）と、eudoxid（ユードキシッド：有性生殖を行う世代）を持ち、世代交代を行っていること

が知られている。さらに、本海域においてヒドロ虫綱管クラゲ目 Dimophyes arctica は A. digitale 以上の

バイオマスを擁し、量的にも優占種である（水上 2006）との報告もあるので、今後はこの種についても着

目して研究を行っていく。また、水理環境データとの相互関係についても考察を行う予定である。 
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